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保健事業に関するお問い合わせは、保健センター（あ26-5670／い26-5660） 

保健センターの場所は、伯耆しあわせの郷2階です。

健 健 健 健 健康づくり

種 類 対 象 日 程 時 間 場 所 ご 案 内

健康相談
市内在住で
希望する人

7/22（金）13：30～15：30 保健センター
栄養士・保健師による個別相談
（食事・運動など健康について）
※要予約(あ26－5670)

＊ ご希望により血圧測定、体重測定、体脂肪率、内臓脂肪レベル測定ができます。相談日以外でも随時相談を受け付けています。

健 健 健 健 母子保健スケジュール母子保健スケジュール
種 類 対 象 日 程 時 間 場 所 持参する物 ご 案 内

６か月児
健康診査

平成23年1月

生まれの乳児

8/ 9（火）

8/ 10（水）

（受付時間）

13：00～13：20

保健センター

・母子健康手帳
・アンケート用紙

保護者に通知します。
※ 当てはまる月の次の月

まで案内しています。

１歳６か月児
健康診査

平成22年1月

生まれの幼児

8/ 2（火）

8/ 3（水）（受付時間）

13：00～13：20
・母子健康手帳
・アンケート用紙

保護者に通知します。
※1歳11か月までは受ける

ことができます。

３歳児
健康診査

平成20年7月

生まれの幼児

8/4（木）

8/5（金）

保護者に通知します。
※ 3歳11か月までは受ける

ことができます。

育児相談
市内在住の

乳幼児
7/25（月）9：30～11：30 ・母子健康手帳

保健師・栄養士による
個別相談

フッ素塗布

市内在住で

希望する人
7/25（月）

  9：30～11：30

13：30～15：30

・歯ブラシ
・ 母子健康手帳
（子どものみ）

歯科診察はありません。

市内在住で

希望する人
7/23（土）

（受付時間）

13：30～15：30
中部歯科医師会
口腔衛生センター

・歯ブラシ
・コップ
・ 母子健康手帳
（子どものみ）

歯科診察はありません。
※ 要申込（申込先：口腔衛生

センターあ22―5472）

マタニティ
サロン

市内在住の妊

婦とその家族
7/25（月）9：30～11：30 保健センター

みんなで話ができる場
です。

【全血献血】

と   き
７月３１日(日)
9：30～15：00

ところ 倉吉未来中心

問 鳥取県赤十字血液センター（あ0857―24―8101)

健 健 健 健 ： ： 健康ガイドに掲載されている事業健康ガイドに掲載されている事業です。詳細は、健康ガイドをご覧くです。詳細は、健康ガイドをご覧ください。ださい。

健 健 健 健  急性灰白髄炎（ポリオ）予防接種
対　象：5月に1回目を接種した人、または、7歳
　　　  6か月未満で接種を受けていない人
必要なもの：母子健康手帳、予診票

日　程 受付時間 場　　所

7 /27（水）
13：00

～

14：00
保健センター7/28（木）

7/29（金）

健 健 健 健 厚生病院の子宮がん・乳がん検診
乳がん検診（マンモグラフィ検査）
日　程：7/19（火）・7/20（水）・7/25（月）・7/26（火）・7/27（水）
受付時間：14：45～14：55
＊申し込みが必要です（あ26－5670)

＊ ８月以降の子宮がん・乳がん検診（視触診検査・マンモグラフィ検査）

も申し込み受付中です。

＊ 対象年齢や料金など詳細は、「くらよし健康ガイド」をご覧ください。

健 健 健 健 集団健康診査
日　程 場 　所 受付受付 健診内容

7/7(木）関金総合文化
センター 8：00

～

10：00

・特定健診　
・一般健診
・長寿健診
・がん検診
・肝炎ウイルス検査

7/8(金）

7/13(水）上北条公民館

7/26(火）

山守小学校

山口多目的
研修集会施設

13：30～13：50

・肺がん健診
・結核検診

郡家構造
改善センター

14：05～14：25

松河原構造
改善センター

14：45～15：05

水車の郷
体験工房

15：20～15：40

8/4（木）
県立体育
文化会館

8：00

～

10：00

・特定健診　
・一般健診
・長寿健診
・がん検診
・肝炎ウイルス検査

＊ 対象年齢や料金など詳細は、『くらよし健康ガイド』をご覧ください。

休日急患診療機関当番表
受付時間：午前8時～翌朝午前8時
実施日：日曜日・祝日

日　程 内 　科 外　　科

7/10（日）垣田病院 清水病院

7/17（日）藤井政雄記念病院 厚生病院

7/18（月）野島病院 北岡病院

7/24（日）信生病院 清水病院

7/31（日）垣田病院 野島病院
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食
中
毒
を
予
防
し
よ
う
！

　

気
温
が
高
く
な
る
時
期
で
す
。

①
新
鮮
な
食
品
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

②
冷
蔵
庫
は
10
℃
以
下
、
冷
凍
庫
は

　

マ
イ
ナ
ス
15
℃
以
下
が
目
安
。

③
調
理
前
に
は
、
よ
く
手
を
洗
い
、

　

包
丁
や
ま
な
板
は
熱
湯
で
殺
菌
し

　

て
か
ら
使
い
ま
し
ょ
う
。

④
加
熱
時
は
、「
中
心
部
を
75
℃
で

　

１
分
間
」を
守
り
、
調
理
後
の
食

　

品
は
、
室
温
で
長
く
放
置
し
な
い

　

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
残
っ
た
食
品
は
、
早
く
冷
え
る
よ

　

う
に
浅
い
容
器
に
小
分
け
し
て
保

　

存
し
、
時
間
が
経
ち
過
ぎ
た
ら
思

　

い
切
っ
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。

問
保
健
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あ
２
６
―

５
６
７
０

／
い
２
６
―

５
６
６
０
）

熱
中
症
に
気
を
つ
け
よ
う
！

　

熱
中
症
は
、
気
温
が
高
い
と
き

だ
け
で
な
く
、
湿
度
や
体
調
な
ど

も
影
響
し
て
起
り
ま
す
。

　

予
防
の
た
め
、
水
分
補
給
と
暑

さ
対
策
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー（
あ
２
６
―

５
６
７
０

／
い
２
６
―

５
６
６
０
）

　

７
月
１
日（
金
）か
ら「
休
日
健
診
」

と「
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
集
団
検
診
」

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

【
休
日
健
診
】

受
付
時
間

①
８
月
21
日（
日
）午
前
８
時
〜
10
時

② 

12
月
４
日（
日
）午
前
８
時
〜
10
時
、

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ

：

①
県
立
体
育
文
化
会
館

②
保
健
セ
ン
タ
ー

定　

員

：

胃
が
ん
検
診
の
み
１
０
０

人（
ほ
か
は
定
員
な
し
）

【
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
集
団
検
診
】

受
付
時
間

11
月
30
日（
水
）午
前
９
時
〜
10
時
、

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ

：

関
金
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

定　

員

：

各
70
人

※ 

料
金
や
内
容
な
ど
は「
く
ら
よ
し

健
康
ガ
イ
ド
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
保
健
セ
ン
タ
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あ
２
６
―

５
６
７
０

／
い
２
６
―

５
６
６
０
）

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
費
用
助
成

　

肺
炎
球
菌
肺
炎
を
予
防
す
る
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
助
成
券
を
、
６
月

下
旬
に
郵
送
し
ま
し
た
。

　

こ
の
予
防
接
種
は
、各
自
の
判
断

で
行
う
任
意
予
防
接
種
で
す
。

対　

象

：

75
歳
以
上
の
人（
昭
和
12

年
３
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

接
種
期
間

：

４
月
１
日（
金
）
〜
平

成
24
年
３
月
31
日（
土
）

助
成
金
額

：

３
，０
０
０
円

※ 

協
力
医
療
機
関
の
窓
口
で
、
３
，

０
０
０
円
を
差
し
引
い
た
金
額

を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

【 

次
の
人
に
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

費
用
を
還
付
し
ま
す
】

全
額
還
付

：

生
活
保
護
世
帯
・
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
人

一
部
還
付

① 

協
力
医
療
機
関
以
外
の
医
療
機

関
で
接
種
し
た
人

②
助
成
券
を
使
わ
ず
に
接
種
し
た
人

※ 

必
要
書
類
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー（
あ
２
６
―

５
６
７
０

／
い
２
６
―

５
６
６
０
）

と　

き

：

８
月
18
日（
木
）、
24
日

（
水
）、
26
日（
金
）
午
前
９
時
〜
午

後
４
時

と
こ
ろ

：

中
部
総
合
事
務
所

申
込
期
限

：

７
月
８
日（
金
）

受
験
手
数
料

①
協
会
員
１
０
，０
０
０
円

②
会
員
外
１
５
，０
０
０
円

問
倉
吉
食
品
衛
生
協
会
事
務
局（
あ
２
３

―

１
５
２
９
）

７月の認知症の人と家族の会
　　　　　　　 　 「家族の集い」
　介護家族・介護体験者が参加して、お互いが抱えて

いる悩みを語り合い、分かち合ったり、情報交換した

り、何でも話し合える場です。

　気軽に参加してください。

倉吉会場第３木曜日
と　き：７月２１日（木）午前１０時～正午

ところ：倉吉交流プラザ

関金会場７月、１０月、１月の第１木曜日
と　き：７月７日（木）午前１０時～正午

ところ：高齢者生活福祉センター

問長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

と　き：７月１３日（水）午前１０時３０分～午後３時

内　容：午前レクリエーション「楽しく体を動かそう」

午後 自由時間（脳トレクイズ、ニュースポーツ、

健康相談など）

ところ：グリーンスコーレせきがね    

参加料：１，３００円（昼食・入浴料）

募集条件：６５歳以上で、介護認定を受けていない人

＊毎月申し込みが必要です。送迎希望も受け付けます。

問長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

７月ホッといきいき教室
　　　　　　   ～介護予防教室～

平
成
23
年
度
調
理
師
試
験

準
備
講
習
会

休
日
健
診
、
子
宮
が
ん
・
乳

が
ん
集
団
検
診
の
申
込
み
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～倉吉市の安定的な発展のために～

第１回倉吉市行政改革懇談会

６月１０日（金）
　社会経済情勢の変化に対応した簡素で効率的な市政の実現を推

進するため、行政のさまざまな事柄を研究協議する「倉吉市行政改革

懇談会」が開催されました。

　１５人の委員は、市の担当者から、これまでの行政改革の取り組み

について説明を受けた後、協議を行い、「先を見据えた大きなビジョ

ンとプランが必要ではないのか」、「行政改革の効果を市民の生活に

いかに還元できるか、市民参画を進めていく必要がある」などの意見

を出し合いました。

～ごみの分別を再確認！～

環境パトロール

５月１４日（土）

　６月の環境月間を前にして、上北条地区で「環境パトロール」を行いました。
　ごみ減量推進員、自治公民館の役員の皆さんは、環境課職員の説明を聞きな
がら、不燃ごみの分別の点検をしました。
　その結果、気づいた点をお知らせします。
　① 不燃ごみコンテナに、スプレー缶が多量に混入していました。爆発事故の原因
となるので、スプレー缶・カセットガスボンベは、しっかりと穴を開けて「缶
類の日」に出してください。

　② プラスチック製品などの可燃ごみ、ビン類、缶類も混入していました。正しく
分別して、それぞれの収集日に出してください。

～必要なのは地域の「知熱」～

第１回倉吉市地域学校推進協議会

６月１２日（日）
　倉吉市は、平成２２年度に「倉吉市教育振興基本計画」を策定し
ました。
　この計画では、学校と地域が連携して次世代育成を行うよう、各
学校に「地域学校委員会」を設置し、地域住民が学校運営に参画す
る体制づくりを目指しています。
　「第１回 倉吉市地域学校推進協議会」は、この「地域学校委員会」の
意義や目指すものなどについて理解を深めるために開催されました。
　ふるさと再生塾塾長で元札幌国際大学学長の小山忠弘さんによ
る講演では、「地域の人たちが知熱（知恵＋情熱）を出し合い、アイ
ディアや活力を生かして学校と連携することが必要」などの話に、
約８０人の参加者は、熱心にメモをとり、今後の活動の参考にして
いました。

～倉吉のスイカはやっぱりうまい！～

倉吉スイカ初出荷セレモニー

６月１３日（月）
　今年も、「味よし、艶よし、香りよし」の倉吉スイカができました。
　年末年始から春先にかけての天候不順により、生育が少し遅れ
ましたが、出荷が近づくにつれ天候も回復し、玉太りも糖度もぐん
と増して上々の出来で初出荷を迎えました。
　初出荷セレモニーが執り行われた会場のJA鳥取中央倉吉西瓜
統合選果場には、JA鳥取中央の関係者や生産農家など１００人以
上が集まり、全員でスイカを「ガブリ」。万歳三唱して初荷のトラッ
クを見送りました。
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～いざという時は、緊密な情報交換を～

災害時における情報交換に関する協定締結

６月１４日（火）
　倉吉市は、国土交通省中国地方整備局と災害時における情報交

換に関する協定を締結し、調印式を執り行いました。

　これは、災害が発生した初動段階から緊密な情報交換を行うこ

とができるよう、相互に協力して必要な体制を整えるためのもの

です。また、この協定により、災害発生時には、整備局から倉吉市に

現地情報連絡員（リエゾン）が派遣されます。

　調印式に臨み、石田市長は、「情報の共有は重要なカギとなる。国

交省が持つ専門かつ幅広いノウハウを生かしていただきたい」と

あいさつし、倉吉河川国道事務所の江角忠也所長も「迅速かつ円滑

に相互協力をしたい」と語りました。

～倉吉の豊かな緑を体感しよう！～

緑の観察会

６月１９日（日）
　賀茂神社の森（葵町）で、「緑の観察会」を行いました。鳥取市や境

港市などからも参加があり、５０人以上が集まりました。

　参加者は７つのグループに分かれて、協力しながら森に生息す

る樹木に名札を設置しました。

　また、倉吉市の緑を守り育てる審議会の森本満喜夫会長を講師

に迎えて、樹木の解説も行いました。賀茂神社の森にはエノキやシ

ラカシなど１１種類もの木が共生するタブノキがあります。森本

会長から、「タブノキは水分を多く含んでいるため、ほかの木を寄

せ付けやすく、このような共生が成り立っています」と説明を受け

ると、参加者は、熱心に聞き入り、自然の魅力を体感していました。

～絵本の楽しさに笑顔いっぱい～

あきやまただし絵本ライブ

６月１９日（日）
　大人気の絵本作家あきやまただしさんのステージを見ようと、

倉吉交流プラザ視聴覚ホールには親子連れ約３００人が集まりま

した。

　絵本ライブに先立ち、あきやまさんは「絵本の世界を楽しんでく

ださい」とあいさつしました。

　ギターやピアノを使いながら、感情豊かに自作の絵本を読んだり、

歌を歌ったり、クイズをしたりと、参加者はあきやまさんが作り出す

絵本の世界に引き込まれ、笑顔で楽しい時間を過ごしていました。

今 月 の 福祉補聴器相談会 今 月 の 福祉補聴器相談会 
日 時 ： 月7 27日（水） AM1 0 ： 00～1 2 ： 00 

場 所 ： 市役所東庁舎１階 福祉課横　倉吉市福祉事務所 

相談 会 は 、 毎月第四水曜 日 で す 。 

 

ぇ

■モチ米  　　３８０円/1ｋｇ

地方配送いたします。
■三朝コシヒカリ ３，０００円/10ｋｇ

■コシヒカリブレンド ２，４００円/10ｋｇ
■ひとめぼれ ２，６００円/10ｋｇ
■コシヒカリ ２，８００円/10ｋｇ
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故
郷
、
江カ

ン
ヌ
ン陵　

②

　

先
月
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
一

回
休
み
ま
し
た
。
今
月
は
、
５
月

号
に
続
き
、
私
の
故
郷
で
あ
る
江

陵
の
さ
ま
ざ
ま
な
有
名
ス
ポ
ッ
ト

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

江
陵
は
、
地
理
的
に
山
脈
と
海

に
挟
ま
れ
た
と
こ
ろ
に
位
置
し
て

い
る
の
で
、
海
水
浴
場
を
は
じ
め
、

山
や
渓
谷
で
有
名
で
す
。
あ
ま
り

登
山
し
た
こ
と
の
な
い
私
で
す
が
、

小ソ
グ
ム
ガ
ン

金
剛
と
い
わ
れ
て
い
る
有
名
な

渓
谷
に
は
、
家
族
や
友
人
と
よ
く

行
き
ま
し
た
。
名
前
は
、
今
は
北

朝
鮮
に
位
置
し
、
韓ハ
ン
バ
ン
ド

半
島
で
一
番

き
れ
い
だ
と
い
わ
れ
る
金ク

ム
ガ
ン
サ
ン

剛
山
に

似
て
い
て
、
と
て
も
景
観
が
良
い

と
こ
ろ
か
ら
付
き
ま
し
た
。

　

歴
史
的
な
建
造
物
と
し
て
は
、

韓
国
の
５
万
ウ
ォ
ン
札
と
、
５
千

ウ
ォ
ン
札
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
母

子
の
生
家
の「
烏オ
ジ
ュ
ッ
コ
ン

竹
軒
」、
朝
鮮
時

代
後
期
の
貴
族
の
屋
敷
が
、
ほ

ぼ
完
全
な
状
態
で
残
っ
て
い
る

「
船
ソ
ン
ギ
ョ
ジ
ャ
ン

橋
荘
」、
高
麗
・
朝
鮮
時
代
の

中
央
管
理
宿
舎
の
正
門
で
あ
る

「
客ケ
ク
サ
ム
ン

舎
門
」な
ど
が
有
名
で
す
。

　

特
に
、「
客
舎
門
」
は
国
宝
に
指

定
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
、
価
値
の
あ

る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、「
チ
ャ
ム
ソ
リ
蓄ち
く

音
機
博

物
館
」
や「
コ
ー
ヒ
ー
博
物
館
」
と

い
っ
た
、
独
特
な
博
物
館
も
有
名

で
す
。「
チ
ャ
ム
ソ
リ
蓄
音
機
博
物

館
」
は
、
蓄
音
機
に
魅
せ
ら
れ
た

設
立
者
が
、
世
界
中
で
集
め
た
約

４
千
点
の
蓄
音
機
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ボ
ッ
ク
ス
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

な
ど
を
展
示
し
た
世
界
最
大
級
の

博
物
館
で
、「
コ
ー
ヒ
ー
博
物
館
」

は
、
韓
国
初
の
商
業
用
コ
ー
ヒ
ー

農
場
の
見
学
や
、
豆
の
焙ば
い
せ
ん煎

体
験

な
ど
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
時
期
を
問
わ
ず
、
い
つ

で
も
見
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
の

他
に
、
あ
る
時
期
に
し
か
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま

す
。
世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
た「
江

陵
端タ

ノ

ジ

ェ

午
祭
」が
そ
う
で
す
。

　

端
午
祭
は
、
以
前
こ
の
紙
面
で

紹
介
し
ま
し
た
が
、
旧
暦
の
５
月

５
日（
今
年
は
６
月
６
日
）
前
後
の

１
週
間
、
市
内
の
河
川
敷
で
、
神

事
や
仮
面
劇
、
韓
国
相
撲
、
ブ
ラ

ン
コ
大
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
数
百

メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
特
設
市
場
も
見

ご
た
え
が
あ
り
ま
す
。

　

ち
ょ
う
ど
１
か
月
前
の
江
陵

は
、
大
き
な
お
祭
り
で
大
変
に
ぎ

わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
江
陵
で
端

午
祭
の
催
し
や
買
い
物
を
楽
し

み
、
小
金
剛
渓
谷
で
の
ん
び
り
と

自
然
を
満
喫
し
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
江
陵
の
美
味
し
い
食

べ
物
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

▲ 国宝５１号の「客舎門」

平
成
23
年
度
公
開
講
座
ス
タ
ー
ト

186

　

今
年
度
の
鳥
取
短
期
大
学
公
開
講
座
は
、

「
つ
く
る
楽
し
さ　

あ
じ
わ
う
喜
び
」を
総
合

テ
ー
マ
に
し
て
全
８
回
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
第
１
回
講
座
を
５
月
28
日（
土
）、
倉
吉

交
流
プ
ラ
ザ
視
聴
覚
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催

し
、
１
０
２
人
の
受
講
生
が
あ
り
ま
し
た
。

　

池
田
弘
之
倉
吉
市
教
育
次
長
に
よ
る
開
講

式
の
あ
い
さ
つ
の
後
、「
明
治
・
大
正
・
昭

和
の
歌
を
あ
な
た
と
」と
題
し
、
幼
児
教
育

保
育
学
科
の
白
石
由
美
子
教
授
が
、
昔
懐
か

し
い
歌
の
数
々
を
自
身
の
体
験
を
交
え
な
が

ら
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
受
講
生
の
リ
ク

エ
ス
ト
を
受
け
て
、「
月
の
砂
漠
」「
籠
の
鳥
」

な
ど
を
稲
毛
麻
紀
非
常
勤
講
師
の
ピ
ア
ノ
伴

奏
に
合
わ
せ
て
全
員
で
合
唱
し
た
り
、
白
石

教
授
の
独
唱
に
う
っ
と
り
耳
を
傾
け
た
り
し

て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

受
講
生
か
ら
は
、

「
音
楽
の
楽
し
さ
、
歌

う
楽
し
さ
を
堪
能
し

た
」「
昔
の
こ
と
を
想

い
、
涙
が
こ
み
あ
げ

て
き
た
」な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

2011とりたん
オープンキャンパス

　進学を希望する高校生や社会人の皆さんはも

ちろん、保護者、一般の皆さんもぜひお気軽に

お越しください。

と　き： ７月１０日（日）午前１１時～午後３時
３０分（受付：午前１０時１５分～）

内　容：学生によるクラブ・同好会紹介／授
業体験／施設見学／保護者対象説明会／社会

人入学相談コーナー／昼食（無料）

無料送迎バス：行き 倉吉駅４番バス乗り場 発

　　　　　　　（午前１０時２５分、１０時４５分）

　　　　　　　帰り 短大 発

　　　　　　　（午後３時４０分、３時５５分）

■次回開催は８月２０日（土）の予定です。

問鳥取短期大学 入試広報課（あ２６―９１７１）
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実
践
交
流
と
学
習
の
場
の
充
実
を

　

倉
吉
市
は
、
今
年
３
月
に「
第
４
次
倉
吉

市
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
る
総
合
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
部
落
問
題
に
つ
い
て
、「
生
活

環
境
を
は
じ
め
と
す
る
物
的
面
に
お
い
て

は
、
格
差
は
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
教
育
・
就
労
・
福
祉
等
に
お
い
て
は
、

な
お
、
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
部
落
問
題
の
解
決
を
あ
ら
ゆ

る
人
権
問
題
の
解
決
に
つ
な
げ
て
い
く
と

い
う
発
展
的
な
視
点
に
立
ち
、
市
民
が
持
っ

て
い
る
予
断
と
偏
見
を
解
消
す
る
た
め
実

践
交
流
と
学
習
の
場
を
充
実
さ
せ
、
市
民

一
人
一
人
が
自
ら
の
課
題
と
し
て
差
別
を

許
さ
な
い
行
動
力
を
身
に
つ
け
、
市
民
の

日
常
生
活
の
隅
々
に
人
権
尊
重
の
意
識
を

定
着
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
区
住
民
が
ふ

る
さ
と
に
誇
り
を
持
ち
自
己
実
現
で
き
る

よ
う
、
努
力
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
」と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
将
来
が
心
配

　

あ
る
母
親
は
、

　

「
生
活
環
境
は
、
以
前
に
比
べ
格
段
に
よ

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
差
別
発
言
を
聞
く
こ

と
も
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
の
び
の
び
と
成

長
し
、
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
社
会
的
立
場

も
自
覚
し
て
き
ま
し
た
。

　

た
だ
、『
実
社
会
に
出
た
と
き
に
差
別
に

出
合
い
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
結

婚
問
題
で
悩
む
こ
と
が
起
こ
り
は
し
な
い

だ
ろ
う
か
』と
、
ま
だ
心
配
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
」
が
語
れ
る
社
会
に

　

あ
る
父
親
は
、

　

「
部
落
差
別
の
厳
し
さ
は『
自
分
の
ふ
る

さ
と
』が
語
れ
な
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、『
ふ
る
さ
と
』が
分
か
る
と
差
別
を

受
け
る
社
会
だ
っ
た
た
め
で
す
。

　

し
か
し
、
学
校
で
の
人
権
同
和
教
育
や
部

落
解
放
運
動
が
進
め
ら
れ
、
身
体
に
障
が
い

が
あ
り
、
誰
に
も
言
え
な
く
て
悩
ん
で
い
た

人
や
、
在
日
韓
国
朝
鮮
人
や
、
特
定
の
病
気

に
か
か
っ
て
困
っ
て
い
る
人
た
ち
に
大
き
な

勇
気
を
与
え
る
力
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
も
、

※

自
ら
の
出
自
が
語
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
人
権
問
題
に
つ
い
て
気
楽
に
相
談

で
き
、
救
済
で
き
る
社
会
に
な
れ
ば
う
れ
し

い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

※

自
ら
の
出
自
＝
そ
の
人
の
家
柄
、素
性
と
い
う
意
味

倉吉市人権政策課

２２―８１３０／   ２２―８１３５

№ 86

シリーズ

　

７
月
10
日
か
ら
一
か
月
間
は
、鳥
取
県
が
定
め
た
部
落
解
放
月
間
で
す
。

　

こ
の
期
間
中
、
県
内
市
町
村
で
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
倉
吉
市

で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
部
落
問
題
の
現
状
に
つ
い
て
考
え
、
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

部
落
問
題
は
、
今

部落解放月間の主な行事

【園児・小中学生がワッペンを着用】

　子どもたちが、あらゆる差別の

解消を願い、行動するためワッペ

ンを着用します。

【街頭啓発活動】

と　き：７月９日（土）

午前１１時３０分～午後０時３０分

ところ：パープルタウン周辺

【人権のために学ぶ同和教育講座】

▼第３回「子どもの人権」

と　き：７月９日（土）

午後１時３０分～３時

ところ：倉吉交流プラザ

視聴覚ホール

講　師： 西井 啓二さん（県福祉相

談センター中央児童相談

所所長）

演　題： 「伝えていますか？親の思

い、聞こえていますか？

子どもの声、～いのちの

きらめきのために～」

▼第３回「性同一性障がい」

と　き：７月１６日（土）

午後１時３０分～３時

ところ：倉吉交流プラザ

視聴覚ホール

講　師： 土
ど

肥
ひ

 いつきさん（京都府立

高校教員）

演　題： 「『ありのままのわたしを

生きる』ために」

※ 受講料は無料で、どなたでも参加
できます。
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 倉吉パークスクエア 7月の催し物 ピックアップ　倉吉パークスクエア 7月の催し物 ピックアップ★★★★★★★ ★★★★★★★ 

倉吉未来中心（あ２３―５３９０／い４７―０２５５）、倉吉交流プラザ：（あ４７―１１８１／い４７―１１８０）

倉吉未来中心　大ホール

■倉吉未来中心オープン１０周年記念

　ＮＨＫ鳥取放送局開局７５周年記念「ＮＨＫのど自慢」

と　き：７月１０日（日）１１：４５～１３：３０

■アナタもピアノ博士！　～ピアノの不思議発見～

と　き：７月２３日（土）１０：００～正午

■ベーゼンドルファーピアノ演奏体験

と　き：７月２３日（土）１４：００～２０：００　 

　　　　　  ２４日（日）９：００～２０：００　　

■第１０回 国際高校生フォーラム in 倉吉２０１１

と　き：７月３０日（土）１５：００～１７：００

　　　　　  ３１日（日）９：２０～１７：００

倉吉未来中心　小ホール

■第３１回 門脇智美ピアノグループ 発表演奏会

と　き：７月９日（土）１５：３０～１８：３０

■第２２回 百花堂 Vocal Concert

と　き：７月１０日（日）１４：００～１６：００

■倉吉おや子劇場第１６８回例会「不思議ってステキ！！」

と　き：７月１２日（火）１８：３０～１９：３０

■幸本ピアノグループ ピアノ発表演奏会

と　き：７月１８日（月・祝）１３：３０～１５：３０

■愛ピアノ教室　発表演奏会

と　き：７月２３日（土）１４：００～１６：００

■２０１１東アジア児童青少年舞台芸術フェスティバルIN 鳥取

　「わたしにさようなら」

と　き：７月２７日（水）①１３：００～１４：００

　　　　　　　　　　 ②１５：３０～１６：３０

　「ミュージカルインベンション」

と　き：７月２８日（木）①１３：００～１４：００

　　　　　　　　　　 ②１５：３０～１６：３０

倉吉未来中心　アトリウム
 

■てづくり隊がやってくる vol. １

と　き：７月３１日（日）１０：００～１６：００

　　　　
倉吉交流プラザ　第１研修室

■鳥取短期大学公開講座「つくる楽しさ　あじわう喜び」

　インターネットメディアの利便性と危険性

と　き：７月９日（土）１３：３０～１５：００

　　　　
倉吉交流プラザ　視聴覚ホール

■倉吉市女性研修会　大地震　わたしができる防災対策

と　き：７月１０日（日）１０：００～１１：３０

■鳥取短期大学公開講座「つくる楽しさ　あじわう喜び

　読書の楽しみ、読む喜び

と　き：７月３０日（土）１３：３０～１５：００

　　　　
ふれあい広場

■フリーマーケット「くらよし大市」

と　き：７月３１日（日）９：００～正午

　
　

展
覧
会
・
展
示
会

《
百
花
堂
》　

■
池
谷
知と

も
え恵

・
渡
辺
法
子
2
人
展
1
日
〜
6
日　

■
第

24
回
水
美
会
展（
水
彩
画
）8
日
〜
13
日　

■
第
30
回
写
友「
赤
い
く

つ
」写
真
展
15
日
〜
20
日　

■
絵
画
グ
ル
ー
プ「
耀よ

う

」展
22
日
〜
27
日 

■
坂
野
真ま

さ
と人

展
29
日
〜
8
月
3
日

《
ギ
ャ
ラ
リ
ー
藍（
ベ
タ
ー
ラ
イ
フ
イ
ド
ガ
キ
内
）》　

■「
方
形
の
世

界
」
―
ビ
ー
ト
ル
ズ
と
60’
〜
70’
ロ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
展
―

13
日
〜
18
日

《
リ
フ
レ
プ
ラ
ザ
倉
吉
》　

■
藤
田
春
し
ゅ
ん
す
い
水
書
展
15
日
〜
29
日　

■
坂
田

秀
樹
版
画
展
8
月
1
日
〜
13
日

　
　

ス
ポ
ー
ツ

《
市
営
ラ
グ
ビ
ー
場
》　

■
高
円
宮
杯
わ
か
と
り
Ｕ
ー
18
サ
ッ
カ
ー

リ
ー
グ
２
０
１
１ 

9
日
・
10
日
・
17
日
・
18
日
・
23
日
・
24
日

《
市
営
武
道
館
》　

■
全
国
日
整
少
年
柔
道
大
会
県
予
選
会
17
日

《
市
営
庭
球
場
》　

■
中
部
地
区
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
17
日

《
市
営
野
球
場
》　

■
中
部
中
体
連
中
学
校
野
球
交
流
試
合
9
日

 

■
第
93
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
鳥
取
大
会
16
日
〜
24
日

 

■
第
47
回
鳥
取
県
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
軟
式
野
球
大
会
30
日
・

31
日

《
市
営
関
金
多
目
的
広
場
》　

■
中
部
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
31
日

《
関
金
農
林
漁
業
者
等
健
康
増
進
施
設
》　

■
県
民
ス
ポ
レ
ク
祭
倉
吉

市
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
予
選
会
18
日

《
市
営
関
金
野
球
場
》　

■
鳥
取
キ
タ
ロ
ウ
ズ
VS
Ｍ
Ｊ
Ｇ
島
根
交
流
戦

10
日　

■
第
８
回
ろ
う
き
ん
杯
中
国
学
童
軟
式
野
球
県
大
会
23
日
・

24
日　

■
鳥
取
キ
タ
ロ
ウ
ズ
VS
松
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
交
流
戦
31
日
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市立図書館
倉吉市立図書館 あ４７―１１８３/い４７―１１８０
せきがね図書館 あ /い４５―２５２３

今月のオススメ

夏休み期間の月曜日を開館します。
　市立図書館は、７月２５日（月）から８月２２日（月）まで

の期間、月曜日を開館します。開館時間は午前9時から

午後６時まで。

　なお、せきがね図書館は、通常どおり月曜日休館します。

自然ウォッチング　

「月と土星と夏の星座をみよう」

　今回の自然ウォッチングは博物館裏の駐車場で天体観

望会を行います。当日の夜空は、南西には上弦を少し越

えた月、おとめ座のスピカ、そして土星が輝いています。

また東や南の空では、こ

と座のベガやさそり座の

アンタレスなど夏の星座

が輝きだしています。天

体望遠鏡で月のクレー

ターや土星の輪を見る

チャンスです。なお雨天

の場合は館内でスライド

上映会を行います。

と　き：７月９日（土）午後７時３０分～９時

ところ：倉吉博物館裏 駐車場

倉吉博物館講座『くらよしの魅力再発見』②

「ミソ土の正体－大山倉吉軽石－」

　市内各地で見られる

大山倉吉軽石はミソ土

とも呼ばれ、園芸用土

として利用されていま

す。この土がどんなも

のからできているのか

顕微鏡で観察し、分布

や起源について解説し

ます。

と　き：７月３０日（土）午後１時３０分～３時

ところ：成徳公民館

※申込不要・参加費無料

展覧会・催し　

鳥取県中央書道連盟展

会　期：７月２９日（金）～３１日（日）

※常設展（考古・歴史民俗資料館）も開催しています。

倉吉博物館
あ２２―４４０９/い２２―４４１５

「黄金（きん）の騎士団」

井上　ひさし／著  講談社

　子ども共和国をつくるために、聖

母の騎士園の少年たちが商品先物取

引で数百億の資金を生み出すと、国

際資本と政治家が立ちふさがった。

逆転の大芝居の結果は！？

「おもいのどっち？」

あきやま　ただし／作　岩崎書店

　ユーモアいっぱいの奇想天外な

シーソーあそび。ぞうさんよりぶた

さんのほうが重い、どうしてかな？

読み聞かせに最適の絵本。

「迷子のアリたち」

ジェニー・ヴァレンタイン／著
小学館

　家出して来た少年サムが転がり込

んだアパートは、とんでもない人た

ちが暮らしていた。そこで出会った

少女ボーとのふれあいの中で、サム

は大切なものを思い出す。

 「ロボロボ
　ロンとゆかいなおてつだいロボット」

きむら　ゆういち／さく　小学館

　ロボットショーに出展するお手伝い

ロボットが行方不明になってしまっ

た。無人島に不時着したロボットたち

は、何とか脱出しようとするが…。

▲大山倉吉軽石を見ること
　ができる住吉神社境内

▲土星

７月の休館日　　４日、１１日、１９日、２５日

○
□ ◇ △
○
○ ◇

７月の休館日
カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

１ ２

4・11・19日は休館日

28日は資料整理休館日

○おはなしかい（14：00 ～）倉
◇あかちゃんのおはなしかい（11：00 ～）倉
□むかし話をきく会（14：00 ～）倉

△おはなしかい（10：30 ～）  関

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31
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今
年
の
春
の
叙
勲
で
、
杉
本
三

枝
子
さ
ん（
上
福
田
）
が
黄
綬
褒
章

を
受
章
し
ま
し
た
。
黄
綬
褒
章
は
、

そ
の
業
務
に
精
励
し
、
人
び
と
の

模
範
に
な
る
べ
き
人
に
贈
ら
れ
る

も
の
で
、
杉
本
さ
ん
は
湯
梨
浜
町

に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
「
母は
は
き
り
ょ
う

来
寮
」

で
暮
ら
す
高
齢
者
の
生
活
を
支
え

る
生
活
相
談
員
と
し
て
勤
務
し
て

い
ま
す
。
以
前
は
他
の
施
設
で
も

支
援
員
を
す
る
な
ど
、
30
年
以
上

に
わ
た
り
施
設
職
員
と
し
て
、
高

齢
者
介
護
な
ど
福
祉
向
上
の
た
め

の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
章
に
つ
い
て
は
、「
支

え
て
く
れ
た
家
族
や
地
域
の
人
、

そ
し
て
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
お
か

げ
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
働
く

こ
と
に
理
解
し
て
支
え
て
く
れ
る

家
族
に
は
、
本
当
に
感
謝
し
た
い

で
す
」
と
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

小
さ
い
こ
ろ
は
、
小
児
ぜ
ん
そ

く
の
た
め
、
よ
く
学
校
を
休
ん
で

両
親
に
面
倒
を
み
て
も
ら
っ
て
い

た
そ
う
で
す
が
、
水
泳
な
ど
に
取

り
組
ん
で
丈
夫
な
身
体
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
将
来
の
進
路
を

考
え
た
と
き
、「
自
分
を
支
え
て
く

れ
た
両
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
か

ら
、
自
分
も
誰
か
の
役
に
立
つ
仕

事
が
し
た
い
と
考
え
て
、
福
祉
の

道
に
進
む
こ
と
を
決
め
ま
し
た
」

　

仕
事
を
始
め
て
、
先
輩
や
同
僚
、

利
用
者
と
の
関
わ
り
の
中
で
、「
特

に
老
人
福
祉
施
設
の
場
合
、
利
用

者
は
人
生
の
先
輩
で
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
経
験
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
相
手
の
立
場
を
理
解

し
、
話
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
そ
し
て
、
相
手
の
思
い

を
大
切
に
し
て
信
頼
関
係
を
築
く

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」

　

仕
事
で
の
思
い
出
に
つ
い
て
聞

い
て
み
る
と
、「
嫌
な
思
い
出
は
、

浮
か
ん
で
き
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

た
び
に
周
り
の
人
た
ち
の
助
け
が

あ
り
ま
し
た
か
ら
。
逆
に
、『
あ
り

が
と
う
』な
ど
の
い
た
わ
り
の
言
葉

や
、
利
用
者
と
心
が
通
じ
合
っ
た

と
き
は
う
れ
し
い
で
す
。
そ
の
こ

と
が
仕
事
を
す
る
と
き
の
喜
び
に

な
っ
て
い
ま
す
」と
、
笑
顔
で
答
え

が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　

「
母
来
寮
」
の
水
谷
浩
寮
長
は
、

「
杉
本
さ
ん
は
本
当
に
元
気
あ
ふ

れ
る
人
で
、
皆
を
元
気
す
る
力
を

持
っ
て
い
ま
す
」
と
評
価
し
て
い

ま
す
。

　

杉
本
さ
ん
は
、
ど
ん
な
質
問
に

対
し
て
も
、
笑
顔
で
丁
寧
に
答
え

れ
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
姿
勢
が
、

き
っ
と
周
囲
の
人
た
ち
を
元
気
に

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。　
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●倉吉市の人口
（基本台帳）

23,815人（± 　0）男

26,530人（－ 16）女

50,345人（－ 16）計

20,471世帯（＋ 20）

77人（－ 　2）男

176人（＋ 　3）女

253人（＋ 　1）計

  212世帯（± 　0）

●外国人登録者数

▼

施
設
利
用
者
と
職
員
で
笹
も
ち
作
り

▲ 「
母
来
寮
」で
行
わ
れ
た
、
地
域
の
人

と
の
運
動
会

編集後記
　

今
回
の
大
震
災
の
被
災
地
で
は
、
自
治
体
広
報
担

当
者
が
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
歯
を
く
い
し
ば
る

よ
う
に
し
て
被
災
状
況
や
支
援
、
復
旧
・
復
興
へ
の

情
報
を
発
信
し
続
け
て
い
ま
す
。
青
森
県
お
い
ら
せ

町
の「
広
報
お
い
ら
せ
」４
月
号
に
は
震
災
当
日
の
深

夜
に
避
難
所
で
撮
影
し
た
満
天
の
星
の
写
真
と
と
も

に
、
深
い
追
悼
と
、「
大
地
震
は
去
っ
て
い
っ
た
。

／
大
津
波
は
去
っ
て
行
っ
た
。
／
こ
れ
か
ら
団
結

し
復
興
へ
向
か
う
。
／
幸
せ
を
目
指
し
前
へ
前
へ

進
む
。
／
が
ん
ば
ろ
う
。
が
ん
ば
ろ
う
。」
と
復
興

へ
の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
住
民
に
送
っ
て
い
ま

す
。
自
分
に
も
何
か
で
き
る
こ
と
を
と
思
い
、
今
回

の
特
集
を
企
画
し
ま
し
た
。P

ro
u
d
!J
ap
an

（
Ｙ
・
Ｔ
）

　

６
月
に
な
っ
て
、仕
事
か
ら
帰
る
と
き
に
、市
営
陸

上
競
技
場
の
あ
た
り
で
ホ
タ
ル
を
数
匹
見
か
け
る
こ

と
が
あ
り
、ど
う
し
て
こ
こ
に
い
る
の
か
と
疑
問
に

思
っ
て
い
ま
し
た
。数
日
後
、「
緑
の
観
察
会
」の
取
材

で
賀
茂
神
社
に
行
っ
た
と
き
、吉
田
武
章
宮
司
が「
賀

茂
神
社
か
ら
市
営
陸
上
競
技
場
の
あ
た
り
ま
で
、ホ

タ
ル
の
里
を
作
っ
て
い
る
の
で
、ぜ
ひ
見
に
来
て
く

だ
さ
い
」と
話
さ
れ
て
い
て
、こ
の
疑
問
が
解
決
し
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
も
、思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
、思
わ
ぬ
発

見
が
あ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

に
出
か
け
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す（
Ｋ
・
Ｉ
）

春
の
黄お

う
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う

綬
褒
章
受
章
者

杉す
ぎ
も
と本　

三み

え

こ

枝
子 

さ
ん

「 
福
祉
の
仕
事
は
、
相
手
を
尊
重

す
る
こ
と
が
第
一
歩
」

3


